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特に決まっていない

Ｑ７. 過去１年間に何日ぐらい運動・スポーツを
 しましたか？

Ｑ７-３. 過去１年間に行った運動・スポーツ種目…
Ｑ８. 今後行いたい運動・スポーツ種目…

Ｑ７-２. 運動・スポーツの実施時間帯

スポーツ振興やスポーツ情報についておたずねします あなたの運動・スポーツの実施状況についておたずねします
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Ｑ11. 運動・スポーツに関する欲しい情報は？

Ｑ14-２. 所属しているクラブやチーム

Ｑ16. 障害者スポーツの普及・振興に対して望むこと

Ｑ14-3. クラブやチームに所属していない理由
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2.0%
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　Ｑ７. 過去１年間の運動・スポーツ実施状況につい
て、「週に１〜２回」19.9%、「週に３日以上６日未満」と

「月に１〜３回」とが15.7%、「ほぼ毎日」が9.5%となっ
ている。一方、「行わなかった」と回答した人の割合が
22.5%に上っている。Ｑ７-２. 運動・スポーツの実施時
間帯においては、「平日の午前」が最も多く、次いで「平
日の午後」、「平日の夜」と、平日に運動・スポーツを実施
している人の割合が高い。

　Ｑ７-３. 過去１年間に行った運動・スポーツ種目（複
数回答）は、「散歩・ウォーキング」が最も多く、２位以
下は、「体操（ラジオ体操など）」、「ジョギング」、「バドミ
ントン」、「サイクリング」と「ゴルフ（コース、練習場）」
の順となっている。Ｑ８. 今後行いたい運動・スポーツ
種目（複数回答）でも、「散歩・ウォーキング」が最も多
く、以下順に「水泳」、「太極拳・ヨガ」、「水中歩行、水中
運動」、「サイクリング」、「ハイキング」となっている。

　運動・スポーツを一緒にする人について、「自分一人
で」が最も多く、次いで「友人と」、「家族と」、「サークル
やクラブの人と」となっている。また重要な他者におい
て、「運動・スポーツを行う際、適切な指導者がいる」人
の割合（「少しあてはまる」、「あてはまる」）は37.2%、「運
動・スポーツに参加するために家族が支援してくれる」
人の割合（「少しあてはまる」、「あてはまる」）は59.8%、

「運動・スポーツに参加するために友人が支援してくれ
る」人の割合（「少しあてはまる」、「あてはまる」）は
41.7%、「身近に運動・スポーツに誘ってくれる仲間が
いる」人の割合（「少しあてはまる」、「あてはまる」）は
53.8%となっており、家族や仲間の存在が運動・スポー
ツ実施に影響をおよぼしていることがうかがえる。

　運動・スポーツを行わなかった理由において、「時間
がない」が28.9%で最も高い割合を示している。以下

「健康上の理由から」14.8%、「何から始めたらいいかわ
からない」7.8%、「スポーツが苦手」7.0%、「スポーツをす
るのが面倒である」6.3%、「家事が忙しい」と「子どもが
いる」4.7%となっている。「時間的要因」、「態度要因」が
運動・スポーツを行わなかった要因と推察される。

　スポーツ情報において、その取得方法（複数回答）は
「知人・友人」が最も多く、情報取得方法は口コミが有力
であることがうかがえる。次いで第２位は「町の広報」、

「新聞や雑誌」、「インターネット」、「テレビやラジオ」と
なっている。また、Q11. 欲しい情報（複数回答）につい
ては、「健康・体力づくり情報」が最も多く、第２位は

「スポーツ教室・プログラムの案内」、第３位は「スポー
ツ施設の案内」である。

　運動・スポーツ施設に対する要望（複数回答）におい
て、最も多かったのは「公共スポーツ施設の充実」であ
る。以下「自然と触れあうことのできる施設の整備」、「ス
ポーツ活動と文化活動の両方が行える施設の充実」、「交
流スペース（飲食可）の整備」、「温水シャワーの整備」、

「民間企業のスポーツ施設の開放」の順である。

　公共スポーツ施設に対する要望（複数回答）としては、
「利用料金を安くして欲しい」が最も多く、第２位は「施
設利用手続きの簡素化」、第３位は「予約なしで参加でき
るプログラムの充実」、第４位は「高齢者向けのプログラ
ムの充実」、第５位は「利用時間（早朝・夜間）の延長」と
なっている。 

　クラブやチームへの所属率は、「入っている」が30.3%、
「入っていない」が69.7%となっている。「入っている」
と回答した人に Q14-２. 所属しているクラブやチーム
についてたずねたところ（複数回答）、第１位が「スポー
ツクラブ21はりま」、第２位が「スポーツクラブ21はり
ま以外の地域のクラブやチーム」、第３位が「その他」、
第４位が「民間のスポーツクラブやフィットネスクラ
ブ」、第５位「職場のクラブやチーム」となっている。ま
た、「入っていない」と回答した人に Q14-３. クラブや
チームに所属していない理由をたずねたところ（複数回
答）、第１位が「時間・休みがない」29.8%、第２位が「そ
の他」11.0%、第３位が「手頃な教室やプログラムがな
い」10.8%、第４位が「一緒に入る仲間がいない」
10.5%、第５位が「経済的ゆとりがない」9.6%である。

　障害者スポーツについて（複数回答）、「テレビやラジ
オ、新聞などで間接的に見たり聞いたりしたことがあ
る」と回答した人が最も多く、「直接観戦したり、または
参加したりしたことがある」、「指導や介助、スポーツ大
会スタッフなどに関わっている」はわずかである。一方、

「関わっていない」と回答した人の割合は回答数の約半
数となっている。そして、Q16. 障害者スポーツの普
及・振興に対する要望（複数回答）は、「スポーツ施設の
バリアフリー化（スロープや障害者用トイレの設置な
ど）の推進」が最も多く、以下「障害者の運動・スポーツ
施設の整備・充実」、「障害者スポーツに関する情報の収
集・発信」、「指導者の養成」、「公共スポーツ施設の障害
者用スポーツ用具の整備」となっている。
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スポーツ行事やスポーツボランティアの参加状況についておたずねします

Ｑ17. 過去１年間に参加したスポーツ行事は？

Ｑ18-２. 過去１年間に行ったスポーツボランティアの活動内容は？

Ｑ19. 播磨町への愛着
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　Q17. 過去１年間のスポーツ行事への参加状況（複数
回答）について、「参加していない」が回答数の６割以上
で最も多く、参加した行事では「運動会」、「各種競技大
会」、「レクリエーション・イベント」、「健康づくり行
事」、「運動・スポーツ教室」の順である。

　過去１年間のスポーツボランティア活動状況につい
て、「行った」と回答した人の割合は7.0%、「行っていな
い」と回答した人の割合は93.0%である。「行った」と回
答した人にQ18-２. 過去１年間に行ったスポーツボラン
ティアの活動内容（複数回答）をたずねたところ、「地域の
スポーツイベント（大会・イベントの運営や世話）」、「日
常的な活動（団体・クラブの運営や世話）、「日常的な活
動（スポーツの指導）」であった。また、「行っていない」
と回答した人に今後のスポーツボランティア活動につい
てたずねたところ、活動意欲のある人は22.9%（「ぜひ行
いたい」1.1%、「できれば行いたい」21.8%）となっている。

　Q19. 播磨町への愛着について「播磨町に愛着がある」
と回答した人の割合は64.0%（「非常にそう思う」
15.0%、「そう思う」49.0%）である。「播磨町は私にとっ
て大事である」と回答した人の割合は65.8%（「非常にそ
う思う」16.8%、「そう思う」49.0%）である。「播磨町に
強い思い入れがある」と回答した人の割合は37.3%（「非
常にそう思う」9.6%、「そう思う」27.7%）となっている。
「播磨町と私には強い結びつきがある」と回答した人の
割合は40.8%（「非常にそう思う」9.8%、「そう思う」
31.0%）である。「他の地域より播磨町は楽しい」と回答
した人の割合は46.8%（「非常にそう思う」8.4%、「そう思
う」38.4%）となっている。「他の地域よりも播磨町に満
足している」と回答した人の割合は56.1%（「非常にそう
思う」11.5%、「そう思う」44.6%）である。「他の地域よ
りも播磨町が重要である」と回答した人の割合は50.4%
（「非常にそう思う」11.9%、「そう思う」38.5%）となって
いる。「播磨町以外の地域に住みたいと思わない」40.5%
（「非常にそう思う」12.0%、「そう思う」28.5%）である。
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場
合
な
ど
に
よ

り
配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被
保
険

者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
場
合
に
は
、

第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
必
ず
住

所
地
の
市
区
町
村
に
第
１
号
被
保

険
者
へ
の
種
別
変
更
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

第
３
号
不
整
合
記
録
へ
の
対
応

　

第
３
号
被
保
険
者
が
第
１
号
被

保
険
者
と
な
っ
た
場
合
は
、
先
に

述
べ
た
と
お
り
届
け
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
こ
の
届
け
出
が
も

れ
て
い
た
た
め
、
実
際
に
は
第
１

号
被
保
険
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
第
３
号
被
保
険
者
期
間
と

し
て
年
金
記
録
が
管
理
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
第
３
号
被

保
険
者
記
録
の
不
整
合
期
間
）。

　

こ
の
よ
う
な
届
け
出
も
れ
の
記

録
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、

将
来
年
金
を
請
求
す
る
際
に
過
去

に
遡
っ
て
本
来
の
第
１
号
被
保
険

者
期
間
に
記
録
訂
正
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
保
険
料
未
納
と
な
っ
て

年
金
額
が
減
額
と
な
っ
た
り
、
年

金
受
給
資
格
期
間
が
な
く
な
り
無

年
金
者
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
日
本
年
金
機
構
で

は
、
不
整
合
期
間
を
有
す
る
人
を

対
象
に
、
不
整
合
期
間
を
本
来
の

第
１
号
被
保
険
者
期
間
へ
変
更
し
、

変
更
後
の
年
金
記
録
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
期
間
へ
変
更

し
た
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
必
要
と
な
っ
た
期
間
（
過
去
２

年
以
内
）
に
つ
い
て
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
保
険

料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
記
録
の
中
に
不
整

合
期
間
が
見
つ
か
り
、
過
去
２
年

よ
り
前
に
遡
っ
て
第
３
号
被
保
険

者
に
該
当
し
て
い
た
場
合
に
つ
い

て
は
、「
第
３
号
被
保
険
者
該
当
届

（
年
金
確
保
支
援
法
用
）」
の
届
け

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

一
般
的
な
国
民
年
金
、
厚
生
年

金
の
相
談
に
は
、
加
入
者
、
受
給

者
の
方
と
も
に
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
」
が
便
利
で
す
。
一
般
の
固

定
電
話
で
は
、
接
続
先
に
か
か
わ

ら
ず
、
市
内
通
話
料
金
の
み
で
利

用
で
き
ま
す
。

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
電
話
番
号

・
固
定
電
話
か
ら
か
け
る
と
き

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
か
け

る
と
き

☎
０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
６
５

 

年 

金  
 

国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
制
度
と
第
３
号
不
整
合
問
題

▼
問
合
せ　

保
険
年
金
グ
ル
ー
プ　

☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
５
８
１

　
　
　
　
　

加
古
川
年
金
事
務
所　

☎
０
７
９
（
４
２
７
）
４
７
４
３

※年金のこと、もっと詳しく知りたい方は、日本年金機構のホームページもご利用ください。
　http://www.nenkin.go.jp/ 12
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